
市内全小中学校で進める、太陽光
発電のグリーン電力証書化と活用

平成22年11月18日
長野県小諸市



小諸市の概要

人口 ： ４３,７７１人
（H22年11月 住民基本台帳）

面積 ： ９８．６６ｋ㎡

地域・地勢

長野県の東部に位置する小諸

市は、雄大な浅間山の南の裾野に
広がっており、日本有数の日照時
間を誇る陽の当たる坂の街です。
また、市域を南から西に流れる清
流千曲川をはじめ多くの河川を有
するほか、市内の水道の多くを湧
水で賄うことができるなど、自然環
境に恵まれた街です。



平均値（1961年～1990年の30年間の平均）
※気象庁編「日本気候図1990年版」による

日照時間が長い



小諸市は太陽光発電の適地

• 年間の日照時間が2000時間超

⇒ 全国でもトップクラス

• 夏でも冷涼な気候

単結晶・多結晶の太陽電池は温度が上がると効率が
下がります。電池の種類により異なりますが、平均1℃
上がるごとに0.4～0.5%効率は下がるとされています。

日照時間が長く、夏涼しい小諸市は太陽光発電の
適地です！！



小中学校における太陽光発電

・ 平成１７年度、市内全小・中学校８校（小学校６校、中学校
２校）に各１０ｋＷの太陽光発電システムを設置。

・ 平成２２年度、中学校２校に４０ｋＷずつ増設。

○ 設備１ｋＷ当たりの発電量
１,３１５ｋＷｈ（平成１８年～２０年の全校平均）



学校別太陽光発電量（Ｈ20）



学校別太陽光発電量（Ｈ20）



グリーン電力とは？

太陽光、風力、バイオマスなどの自然エネルギー
によって発電された電力を、グリーン電力といい
ます。

特 性

発電に際して化石燃料を使用しない。二酸化
炭素などの温室効果ガスを排出しない（又は
排出が極めて少ない）。

すぐれた「環境価値」を有している。



グリーン電力証書とは？

グリーン電力 ＋＝
電気そのもの

環境価値

ｸﾞﾘｰﾝ電力
証書

＋

ｸﾞﾘｰﾝ電力
証書

証書化

＝
自然エネルギーにより発
電された電力を使用した
とみなされる！！電気そのもの

（電力会社から購入）



グリーン電力証書制度の流れ

・自然エネルギーで発電した電力を
使用したことを広くＰＲできる！

・発電者に対する支援をしている！

・発電設備の設置費用の早期回収
につながる！

・設備の維持管理が充実する！

自然エネルギー設備の設置促進につながる！！



小諸市学校太陽光発電所
グリーン電力活用事業

市内小中学校全8校の太陽光発電のグリーン電力

証書化により、自然エネルギーの普及促進と太陽光

発電設備の活用・維持管理、環境教育の充実を図る。

事業のポイント

・ 全8校の年間発電量は約10万ｋＷｈ。そのほとんど
を学校内で自家消費している。

・ 証書販売からの還付金は、学校で子どもたちの意
見を取り入れて環境教育等に活用する。



事業実施の背景

○ 太陽光発電はメンテナンスフリーではなかった。

○ 各学校における設備の維持管理、活用の差

・担当の先生の異動

・児童、生徒の関わり方の違い

・太陽光パネルの見えやすさの違い

設備の維持管理、活用に対する動機付けや
フォローが必要となっていた。



事業の流れ

① ＮＰＯ法人と契約

② 発電量把握のための電力量計設置

③ 発電設備の認定 〈ＮＰＯが手続き〉

④ 発電量の計測（学校から毎月の報告）

⑤ 電力量の認証 〈ＮＰＯが手続き〉

⑥ 証書の販売 〈ＮＰＯが実施〉

⑦ 還付金の入金

⑧ 還付金を小中学校で環境教育等に活用



認証電力量と証書販売の状況

○ 電力量認証

平成21年5月～8月分 ： 31,399ｋＷｈ

平成21年9月～22年6月分 ： 69,030ｋＷｈ

○ 証書販売

イベント（ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ3件）：5,500ｋＷｈ

イベント（ｺﾝｻｰﾄその他3件）：6,659ｋＷｈ

事業活動（ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ）：1,900ｋＷｈ



課題と展望

展 望

○ ＮＰＯ法人と市民団体等による事業活動

○ 毎月の発電量確認による学校との関係構築

○ 環境活動に力を入れる児童会・生徒会

課 題

○ 証書の需要拡大、販売促進

○ 学校での説明や活用方法の検討

ご静聴どうもありがとうございました。


	市内全小中学校で進める、太陽光�発電のグリーン電力証書化と活用
	小諸市の概要
	スライド番号 3
	小諸市は太陽光発電の適地
	小中学校における太陽光発電
	 学校別太陽光発電量（Ｈ20）
	 学校別太陽光発電量（Ｈ20）
	グリーン電力とは？
	グリーン電力証書とは？
	グリーン電力証書制度の流れ
	小諸市学校太陽光発電所�グリーン電力活用事業
	事業実施の背景
	事業の流れ
	認証電力量と証書販売の状況
	課題と展望

